
　　　　　　　　　　　ト、マトのロツ＞ウール栽培適応性

1．試験のねらい

　　近年、施設園芸における労カの節減と連作障害回避の有効な対策として、養液栽培牟注目され、

　なかでも県内においてロックウール栽培に対し高い関心が寄せられている。そこで、ロックウー

　ル栽培における生産安定技術の確立を図るため、培地の特性および栽培方法について検討した。

2．試験方法

（エ）ロックウール培地の製晶別特性について検討した（昭和62年）。

（2）促成栽培における培地の保・加温が生育、収量に及ぼす影響について検討した（昭和62年）。

（3）促成栽培における育苗日数が生育、収量に及ぼす影響について検討した（昭和63年）。

（4）培地の種類（ロックウール、くん炭、ロックウールチップ、ロークウール十くん炭）および

　　ロックウール培地の連用（2作、3作目）について検討した（昭和63年）。

3．試験結果およぴ考察

（1）ロックウール製品別の培地内におげるpHおよび各成分の変化については図一1のとおりで

　　pHについては、A社が他の製晶と比較して早期から安定的に推移した。E　C値、N　O。一N

　　K．OについてもA社が比較的安定した推移を示し、他の製晶と比較して急激な上昇は認められ

　　なかった。P．O。はB社が低い推移を示し、CaOは各製晶とも同じ傾向であった。生育及び収

　量性については特に大差は認められず、各社の製品には化学性の差はあるとしても、トマトの

　生育に及ぼす影響は少ないのではないかと推察された。

12）促成栽培における培地内の温度については、無加温の場合1月中旬が最低温度となり、11℃

　前後まで低下し、生育および収量とも保・加温区に比べ低い傾向を示した。したがって冬期間

　培地を加温（ユ8℃前後）するこ、とは、安定した収量を確保するためにも必要不可欠である。

（3）促成栽培における育苗日数を検討するため、播種後2ユ日苗から63日苗（計7処理）の区を設

　定し試験を行ったが、育苗日数の短い区ほど草丈が高く、強草勢となり、総果重および可販果

　　も高い傾向を示した。又、晶質面から見ると、最も短い21日苗では乱形果、空どう果の発生が

　　多く、長く』なる’に従い、ぐず巣の亮生が多かった；

　　以上の結果から、若苗定植の方が多収となることが明らかとなっ牟が、晶質を考慮すると促

　成栽培における育苗日数は28日～35日苗が良いと思われた。

（4）培地の種類およびロックウール培地の連用については表一3のとおりで、培地の種類別によ

　　る生育および収量差は特に認められず、ロックウール培地の連用（本試験では3作まで）につ

　　いても問題はないと思われた。

4．成果の要約

　　ロヅクウール培地の製晶別比較については、化学性の差は認められるものの生育に及ぼす影響

については差が少なかった。又、くん炭との併用、ロックウール手ツプ、一ロックウール培地の連

用についても特に問題は認められなかった。

　　冬期間ρ栽培に当たっては、培地温の低下により収量、晶算低下が認められるので、培地温は

18℃煎後を確保する事が重要であり、育苗日数にっいては、播種後28日～35日程度の若苗定植と

　し、草琴の確坪と晶質向上午つξめる事がキ切である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者一野棄部　石川孝二）

一57一



州の榊’

　　　　　刻ペノ

　　　　　o
　　　　　　j2／ユ21■■22／ユO洲O例3
　　　　　　　　P，O，の准移

　　　図一1　培地内における各成分の変化

表一1　培地g保・加温に閑する試験
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